
第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

発射する電波が著しく微弱な場合を除き、無線局は原則として総務省の免許を受ける必要があります。不正な手

段でこれを行った場合は、１年以下の懲役または 100万円以下の罰金という重い刑罰が科せられます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

経理的基礎や技術的能力が審査されるのは基幹放送局の免許の際で、基地局の場合は審査項目に含まれません。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

電波の質は、「周波数の偏差及び幅、高調波の強度等」と定められています。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

「単向通信方式とは、単一の通信の相手方に対し、送信のみを行なう通信方式をいう」とされ

ています。もっとも、「一端においては単信方式、他の一端においては複信方式」というのはお

かしいですから、消去法で選んでも正解が求まったのではないでしょうか。  

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

1 文字目の D は「同時に、又は一定の順序で振幅変調及び角度変調を行うもの」３文字目のＣは

「ファクシミリ」２文字目の７は「ディジタル信号である２以上のチャネルのもの」と規定さ

れています。  

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

電波法に規定する申請又は届出を行うのは免許人の役割です。主任無線従事者は、選択肢２～４にあるような技

術的な実務を行います。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

遭難通信・緊急通信・安全通信・非常通信は直接人命に関わるものですから、他の無線局に対する混信その他の

妨害よりも優先権が与えられています。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

空中線電力が免許状の範囲を超えても許されるのは遭難通信のみです。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

電波利用料は３０日以内です。また、その後の分をまとめて前納することもできます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

免許証の返納は、処分を受けた日から１０日以内です。１箇月以内の返納は、無線局免許状の場合です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

電波の規整その他公益上必要な場合、周波数もしくは空中線電力の変更、人工衛星局の設置場所の変更が命ぜら

れることがあります。人工衛星は宇宙空間にありますから、その位置を容易に目視で確認することができません。

したがって、免許人の責任において移動を行い、総務大臣にその旨を報告することとなっています。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

無線従事者の選任・解任のときは、それらを行った後で遅滞なく届け出です。一度覚えてしまえば簡単ですから、

必ず覚えておきましょう。 


